
中期経営計画2025　進捗状況について

「中期経営計画2025」の全体像

事業ポートフォリオ運営の変革・高度化 成長の時間軸が異なる事業ポートフォリオのマネジメントを実施
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中長期目線でさらに飛躍、コア分野に次ぐ
収益の柱へ
⃝�すでに顕在化した成長領域。本中計期間から投資効

果が一部発現
⃝�中長期的な成長に向け、積極的に経営資源を投下

フロンティア

長期目線で大きく花開くことを展望。当社が目指す姿の
実現にもつながる分野
⃝�長期的にマーケットが形成され、飛躍することを展望する領域
⃝�先行者メリットを享受するためビジネス基盤整備に着手、先行的

に経営資源を投下

キーワード 本中計期間における成長と将来のさらなる飛躍に向け、変革に挑戦する3年間挑 戦 変 革 成 長

コア

「変革」「挑戦」を支える岩盤となる収益源。
着実・継続的な成長を実現
⃝�成熟したマーケット、あるいは相応のプレゼンスを

擁する領域
⃝�良質なアセットを積極的に積み上げ、市場縮小トレ

ンドに打ち勝ち、継続的な成長を果たす

国内リース 不動産 サーキュラーエコノミー XaaSグローバル 戦略投資航空機 環境
エネルギー インオーガニック戦略

丸紅連携
事業法人

アライアンス戦略

スタートアップ
DXプレーヤー 等

みずほ連携
〈みずほ〉の顧客基盤を活用

連携の質的転換

主要財務目標値について
⃝ �2025年3月期は、コア分野である国内リース・不動産事業に加え、グロース分野である海外・航空機事業も収益を伸ばし、経常利益は

662億円、当期純利益は420億円といずれも過去最高益を更新。中計最終年度の財務目標である「営業資産7,000億円増」、「ROA1.6％」、
「ROE12％」を含め、いずれも1年前倒しで達成

⃝ �「収益力の向上を図りつつ、業績に応じた配当を実施する」という、株主還元の基本方針の下、「配当性向」についても財務目標の達成
を受け、中計最終年度の目標としていた30％水準まで引き上げ年間47円に増配

⃝ �2026年3月期は、将来のさらなる飛躍に向け「事業ポートフォリオの変革」や「丸紅連携・インオーガニック投資」のベースとなる「成
長を支える経営基盤の強化・高度化」等の施策効果を実現しつつ、さらに推進する1年

⃝ �みずほフィナンシャルグループおよび丸紅との連携を中心に収益力強化にも注力、親会社株主に帰属する当期純利益は中計2025の当
初目標を上回る430億円とする計画

「中期経営計画2025」では、「挑戦」「変革」「成長」をキーワードに定めて4つの戦略を推進しています。金融の枠に捉われる ことなく、お客さまの事業課題や社会課題解決に向けて多様なソリューションを提供するマルチソリューション・プラット
フォーマーを目指していきます。
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「コア」分野
・�〈みずほ〉連携を軸とした営業資産の積み上げと収益基盤の

拡充
・�不動産事業ではメザニンローンや大規模ブリッジ案件の成

約、物流施設・オフィスビルの取得・開発が進展

「グロース」 分野
・�インド子会社（Mizuho RA Leasing）の経営統合を完了、

グローバルの成長に寄与
・�発電事業を起点としたサプライチェーンにおけるサービス

提供領域の拡充を推進

「フロンティア」 分野
・�合弁会社メトレック㈱の設立、エムエル・ITADソリューショ

ン㈱の設立等によるサーキュラーエコノミーの推進

1 事業ポートフォリオ運営の変革・高度化

・�再生可能エネルギー発電容量の拡大（708MW、2025年
度目標1GWに向けた進捗）

・�ESG投資指数「FTSE Blossom Japan Sector Relative 
Index」構成銘柄への選定

・�厚生労働省による「えるぼし認定」の取得
・�サステナブルファイナンス枠組み活用による資金調達力の

強化

3 サステナビリティ経営の推進

・�「最適な人財ポートフォリオの構築」「個の強さの最大限の
発揮」を目指し、人財戦略を高度化

・�新本社移転を契機としたカルチャー変革に向けた社内横断
イベントの実施

・�グループウェア刷新や次期システム導入によるビジネス拡
大に向けた基盤整備

・�DANSHARIプロジェクト等、デジタル活用による生産性向上
・�新規ビジネス創出・各本部のバリューチェーン強化に向け

たインオーガニック体制の強化
・�ブランディング・マーケティング活用、採用力強化を目的

としたコーポレートサイトの刷新

4 成長を支える経営基盤の強化・高度化

アライアンス
・�〈みずほ〉との連携深化に加え、丸紅との連携強化による

国内外ビジネスパイプラインの増加

インオーガニック戦略
・�3か年想定投資額1,500億円に対し、累計投資額約1,000

億円
・�米国Aircastleへの追加出資、 Mizuho RA Leasingの追加

出資、ジェコスの株式取得、メトレック設立、エムエル・
ITADソリューション設立、日鉄興和不動産の株式取得に
よる事業・バリューチェーンの拡大

2 アライアンス／インオーガニック戦略

サステナビリティ経営の推進
ビジネスを通じてマテリアリティに対する取り組みを実施

持続可能な社会の実現に貢献循環型社会を共創

3 4 成長を支える経営基盤の強化・高度化
将来の成長・ビジネス領域の拡大を見据え、積極的に経営資源を投下

人財戦略高度化／企業カルチャー変革 ガバナンス／リスクマネジメント高度化IT基盤整備／DXの加速
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